
その生徒の支援者
〜それはその家族の支援者〜
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ある生徒のケース会議を開くことになった。
なぜ？ そのケース会議を開くのか

▷本校、支援学校（肢体不自由）では、生徒の障がいの特性上、「医療的ケア」、

「身体的精神的な衛生管理」、「身体構造の日常管理」等を複数の担任/養護教諭

/看護師等の多職種の視点で生徒の長期的な週内・日内変動を観察し、保護者と連携

のうえ、安全安心な「支援教育」が成立している。

▷そのうえで、生徒の身体的・精神的な両面の健全性が、「支援教育の義務」と「子ども

の権利」を損なう可能性がある場合、その児童生徒の安全安心を守るため、関わる全員

の力が、必要になる。私たち教員等には、本生徒が健全に学校に通うことができるよう

に努める責任がある。よって、今回のケース会議を開くことに至った。
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ケース会議への参加者（順不同）

□教頭/ 部主事/学年主任/担任/養護教諭/ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾀｯﾌ木下（司会進行）

□主治医

以下はオンライン参加者

□公的 障がい福祉課 ケースワーカー

□公的 地域保健課

□相談支援センター 管理者

□放課後等デイサービス管理者/看護師

□訪問看護ステーション 理学療法士

□病院 看護師長 □訪問看護ステーション 看護師
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生徒の情報を関係諸機関の皆と共有しました

• 保護者の願い ⇨ 楽しく元気に登校する

• 本人の願い ⇨ 元気で楽しい学校生活を送りたいな

• 学校での目標 ⇨

いろいろな姿勢で安心安全に保持することができる

手の活動を通して、体感した気持ちを声や動作で表出し、伝えることができる

友だちや教員とコミュニケーションを図り、充実した学校生活をおくる
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学校での様子 主疾患：脳性麻痺 てんかん



• 右肩亜脱臼 右凸側わん 四肢体幹の変形拘縮
• 血中酸素飽和度 食事中下がりやすい
• 易嘔吐（噴門形成・半固形・時間・姿勢）
• お腹をこわしやすい
• 全介助
• 人と関わることが好き
• 気持ちを笑顔で表現できる
• 周りの雰囲気を感じ取ることが得意
• 手の活動が得意
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その他の情報



出席日数と入院回数

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２

病欠/日数 33/197 13/199 11/199 86/206 11/199 14/185 57/179 現在

入院回数 １ １ ０ １ ０ １ ３

備考
ケース会議

内部会議
外部会議

内部会議
外部会議

内部会議
外部会議

内部会議
外部会議
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客観的評価 修学前：「新版K式 ６ヶ月」

① 「横地分類」：A1～B2（寝返り不可/言語理解不可または簡単可）

② 「超重症児（者）スコアー」：13点（肺炎リスク高い）
⇨限りなく超重症児に近い準超重症児（者）

③ 「学習到達度チェックリスト」：発達年齢３ヶ月
（表現と外界認知が得意）
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重症心身障がいのある児童生徒・・



「LIFE」生活機能評価 各項目 48点中

10

26
24

14

32

Ⅰ生命維持機能 Ⅱ姿勢と運動 Ⅲ日常生活場面における機能的活動 Ⅳ活動場面における参加

「LIFE」



授業風景 11



ランプシェードづくり
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学校での様子と状況 13



子どもの権利条約 1989年第44回国連総会
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生きる権利 参加する権利

守られる権利そだつ権利



学校の義務教育（教育基本法）

・第１章 第1条
教育は、人格の完成を目指し、平和で民主的な国家の及び社会

の形成者として必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成
を期して行わなければならない。
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国民の三大義務



What`s your point ?

•本生徒の安全安心な生活と義務教育を保障する、そのため
に各関係機関からの支援が必要

•本生徒の体調、衛生面、介護・看護面について、家庭内へ
の支援の増強が必要
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学校からの提案



週間スケジュール

月 火 水 木 金 土 日

午前 学校 学校 学校 学校 学校 自宅 自宅

午後
学校 学校

訪デイ

学校

訪デイ

学校 学校

訪デイ
自宅 自宅

備考 訪看 訪リハ
（理学）

外出無 外出無
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家庭内への外部支援が増えることで、衛生管
理等の向上に繋がり、本生徒の教育が安定し
て保障される。強いては、卒業後も、より安
全安心な生活に移行しやすいと考える。



その４ヶ月後・・・

•学期末の懇談にて保護者から朗報がありました！

児童生徒を担当する公的な機関より保護者に連絡があり、
来年の4月より週３回のデイサービス施設での入浴サービスと
週1回の在宅訪問入浴サービスが追加されることになりました。
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週間スケジュール（来年4月より）

月 火 水 木 金 土 日

午前 学校 学校 学校 学校 学校 自宅 自宅

午後
学校 学校

放デイ

学校

放デイ

学校 学校

放デイ
入浴（デイ）

自宅 自宅

備考
訪看 入浴

（自宅）

訪リハ
（理学）
入浴（自宅）

外出無
入浴
（自宅）

外出無
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まとめ

家庭への支援の必要性を本校の「個別の教育支援計画」を元に、
関係諸機関と連携をとり、話し合ったことで、実りある支援に踏
み込めた成功例の1つです。

今後の本生徒と家族にとって安全安心な生活と、社会参加がで
きる土台の形成につながると思います。
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中学部首席 木下達夫


